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十
二
月
九
日
（
金
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場
に

「
高
崎
支
部
・
青
年
部
合
同
例
会
／

跡
取
り
物
語
シ
リ
ー
ズ
⑱
」を
開
催
。

産
業
用
機
械
の
設
計
・
製
作
等
を
手

掛
け
る
㈱
石
井
工
機
、代
表
取
締
役
・

石
井
安
美
氏
（
高
崎
支
部
）
が
報
告

者
を
務
め
、「
承
継
後
離
職
者
ゼ
ロ
！

群
馬
で
一
番
働
き
や
す
い
企
業
へ
の

挑
戦
～
月
曜
の
朝
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る

会
社
づ
く
り
を
目
指
す
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
自
身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま

し
た
。

　

跡
取
り
物
語
シ
リ
ー
ズ
は
、
事
業

承
継
や
後
継
者
の
悩
み
・
課
題
な
ど

の
交
流
を
目
的
に
、
平
成
十
八
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
高
崎
支
部

の
名
物
例
会
。
島
山
氏
が
報

告
し
た
第
一
回
か
ら
昨
年
の

野
口
氏
ま
で
、
過
去
十
七
回

に
わ
た
り
県
内
各
支
部
で
活

躍
す
る
会
員
を
報
告
者
に
学

び
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

石
井
氏
は
、
事
業
承
継
す

る
つ
も
り
の
な
い
ま
ま
に
父

が
社
長
を
務
め
る
同
社
へ
と

入
社
。
そ
の
後
、
幹
部
社
員

の
引
き
抜
き
独
立
事
件
や
父

の
突
然
の
社
長
引
退
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
苦
難

を
乗
り
越
え
る
な
か
で
「
自

分
が
や
ら
な
く
て
は
…
と
の
思
い
に

至
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
創

業
以
来
、
初
め
て
の
社
員
の
リ
ス
ト

ラ
に
立
ち
合
っ
て
「
二
度
と
同
じ
こ

と
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
経

営
者
の
責
任
を
痛
感
し
た
」
と
当
時

（
常
務
時
代
）
の
心
境
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
五
月
に
社
長
へ
と
就

任
し
た
石
井
氏
。
前
述
の
苦
難
や
失

敗
、
同
友
会
で
の
学
び
、
経
営
指
針

の
作
成
な
ど
を
通
し
て
、
自
社
の
目

指
す
べ
き
方
向
性
を
「
社
員
（
人
）

を
大
切
に
す
る
会
社
に
な
る
」
と
定

め
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
様
々
な
取

り
組
み
や
現
れ
て
き
た
効
果
な
ど
を

紹
介
。
報
告
の
最
後
に
は
「
社
長
の

イ
メ
ー
ジ
が
必
ず
実
現
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い

な
い
、
し
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
絶
対

に
実
現
で
き
な
い
。
今
後
も
〝
群
馬

で
一
番
働
き
や
す
い
会
社
づ
く
り
〟

に
挑
戦
し
続
け
た
い
」
と
力
強
く
、

そ
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
あ
な
た
が
思
う

働
き
や
す
い
企
業
と
は
？
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
熱

意
の
あ
る
社
員
の
多
さ
、
前
向
き
な

意
見
を
言
い
合
え
る
組
織
風
土
」「
ま

ず
は
〝
働
き
や
す
い
企
業
〟
に
つ
い

て
、社
内
で
共
有
す
る
作
業
が
必
須
」

「
社
員
に
対
す
る
当
た
り
前
を
増
や

す
。
そ
の
当
た
り
前
の
積
み
重
ね
が

大
事
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

跡
取
り
物
語
シ
リ
ー
ズ
⑱

群
馬
で
一
番
働
き
や
す
い
企
業
へ
の
挑
戦

群
馬
で
一
番
働
き
や
す
い
企
業
へ
の
挑
戦

高
崎
支
部
・
青
年
部
合
同
例
会
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今
年
の
振
り
返
り
＆
新
年
に
向
け
て
の
抱
負

今
年
の
振
り
返
り
＆
新
年
に
向
け
て
の
抱
負

車
座
ト
ー
ク
第
４
弾
／
忘
年
会

車
座
ト
ー
ク
第
４
弾
／
忘
年
会

桐
生
支
部
12
月
例
会

渋
川
吾
妻
支
部
12
月
例
会

例
会
（
忘
年
会
）」
を
開
催
。「
純
粋

に
楽
し
く
飲
ん
で
語
り
合
う
忘
年

会
」
と
し
て
企
画
さ
れ
、
お
な
じ
み

の
会
員
面
々
は
も
ち
ろ
ん
、
入
会
し

た
ば
か
り
の
新
会
員
や
久
し
振
り
に

参
加
し
た
会
員
も
含
め
、
大
い
に
懇

親
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
影
響
は
ま
だ
ま
だ
残
り
ま

す
が
、
八
月
に
開
催
さ
れ
た
納
涼
会

と
比
較
し
て
も
、
グ
ッ
と
参
加
人
数

が
増
え
た
の
は
喜
ば
し
い
限
り
で

す
。

　

開
会
挨
拶
・
乾
杯
に
続
い
て
、
し

　

十
二
月
十
四
日
（
水
）、
美
喜
仁

本
店
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
十
二
月

時
間
を
最
大
限
に
使
っ
て
順
番
に
全

員
が
語
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

座
長
の
ま
と
め
で
池
沢
副
支
部
長

は
「
各
社
で
影
響
の
多
い
少
な
い
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
た
来
月

も
一
年
後
も
、
こ
う
し
て
皆
で
集
ま

れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
語
り
、
参

加
者
が
一
様
に
頷
い
て
い
る
の
が
印

象
的
で
し
た
。

　

例
会
後
は
同
会
場
で
忘
年
会
を
実

施
。
車
座
ト
ー
ク
で
語
ら
れ
た
内
容

　

十
二
月
十
三
日
（
火
）、
ホ
ワ
イ

ト
パ
ー
ク
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻
支

部
十
二
月
例
会
」
を
開
催
。
過
去
三

回
が
好
評
だ
っ
た
車
座
ト
ー
ク
・
第

四
弾
と
し
て
「
経
営
環
境
の
劇
的

な
変
化
に
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
!?
」
を
テ
ー
マ
に
、
長
期
化
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
や
エ
ル
ネ
ギ
ー
コ
ス
ト

上
昇
に
対
す
る
各
社
の
取
り
組
み
、

今
年
の
振
り
返
り
や
新
年
の
抱
負
、

近
況
報
告
な
ど
、
一
人
三
分
の
持
ち

に
対
す
る
質
疑
応
答
や
、
語
り
切
れ

な
か
っ
た
内
容
の
補
足
な
ど
、
さ
な

が
ら
車
座
ト
ー
ク
・
第
二
ラ
ウ
ン
ド

の
様
相
を
呈
し
、
大
い
に
懇
親
を
深

め
合
い
ま
し
た
。

ば
ら
く
歓
談
や
懇
親
を
深
め
た
後
、

「
参
加
者
全
員
の
近
況
報
告
／
前
年

の
振
り
返
り
＆
新
年
を
迎
え
て
の
抱

負
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
社
の
企
業
努

力
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
今
後
の
経
営
戦

略
な
ど
を
一
人
ひ
と
り
順
番
に
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
話
題
で
は
、
い
く
つ
か
の

ハ
ッ
ピ
ー
な
出
来
事
の
報
告
が
飛
び

出
し
、
会
場
全
体
が
祝
福
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

二
年
以
上
の
間
、
忘
新
年
会
・
納

涼
会
な
ど
の
開
催
が
制
限
さ
れ
て
き

た
な
か
、
こ
う
し
て
直
接
会
っ
て
懇

親
を
図
れ
た
今
回
の
例
会
。
以
前
に

も
増
し
て
、
そ
の
価
値
や
意
義
を
実

感
す
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
十
二
月
二

日
（
金
）、
和
采
屋
源
氏
を
会
場
に

支
部
例
会
を
開
催
。
群
馬
同
友
会
代

表
理
事
の
㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス
、
代
表

取
締
役
・
田
村
徳
良
氏
（
同
支
部
所

属
）
が
「
サ
ン
テ
ッ
ク
ス
の
強
み
弱

み
～
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
解
説
～
」
と

題
し
て
報
告
を
行
い
、
報
告
後
は
望

年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

田
村
氏
は
報
告
に
入
る
前
「
行
動

に
移
さ
な
け
れ
ば
理
解
し
た
と
は
言

え
な
い
。
聞
い
て
わ
か
っ
た
で
は
意

味
が
な
い
」
と
、
各
自
が
自
社
で
実

践
す
る
と
い
う
例
会
本
来
の
姿
を
再

確
認
し
本
題
に
入
り
ま
し
た
。

　

経
営
指
針
を
つ
く
る
会
で
も
行
っ

て
い
る
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
基
本
と
な

る
考
え
方
の
説
明
に
加
え
、
自
社
で

の
取
り
組
み
方
法
と
実
際
の
分
析
結

果
を
解
説
。
さ
ら
に
、
導
き
出
さ
れ

た
課
題
や
対
応
策
を
具
体
的
に
紹
介

す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
活

用
方
法
を
分
か
り
易
く
参
加
者
に
伝

え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
常
に

行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」「
人
事
評
価
制
度
の
取
り
組
み

は
興
味
深
い
」「
理
屈
よ
り
も
仲
間

の
経
営
内
容
か
ら
学
ん
で
い
き
た

い
」「
定
期
的
に
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
っ
た

感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

サンテックスの強み弱みサンテックスの強み弱み
富岡安中支部12月例会
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

命
の
授
業

命
の
授
業

伊
勢
崎
支
部
12
月
例
会

り
、
一
瞬
に
し
て
首
か
ら
下
が
全
く

動
か
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
懸
命
の

リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
社
会
復
帰
で
き
る

ま
で
に
回
復
。
事
故
を
き
っ
か
け
に

人
生
も
人
生
観
も
大
き
く
変
化
し
た

自
身
の
経
験
、
そ
こ
か
ら
得
た
教
訓

や
気
づ
き
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
あ
な
た
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は

何
で
す
か
？
大
切
に
で
き
て
い
ま

す
か
？
」「
誰
か
の
ド
リ
ー
夢
メ
ー

カ
ー
に
な
れ
て
い
ま
す
か
？
」「
命

を
喜
ば
せ
る
幸
動
が
で
き
て
い
ま
す

か
？
」
な
ど
、
腰
塚
氏
か

ら
の
問
い
掛
け
に
よ
り
、

あ
ら
た
め
て
「
命
の
使
い

方
」
を
深
く
考
え
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
仕
事
や
社
員
に
対
す

る
姿
勢
、
経
営
者
と
し
て

の
あ
り
方
が
学
べ
た
」「
お

蔭
様
と
お
互
い
様
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
た
い
」「
何

を
言
う
か
よ
り
誰
が
言
う

か
。
そ
の
誰
か
に
値
す
る

生
き
方
を
し
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

十
二
月
二
〇
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部

十
二
月
例
会
」
を
開
催
。
元
・
中
学

校
教
師
で
講
演
家
の
腰
塚
勇
人
氏
を

招
い
て
「
命
の
授
業
～
ド
リ
ー
夢

メ
ー
カ
ー
と
今
を
生
き
る
～
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
伊
勢
崎
支
部
の
会
員
や
そ
の

家
族
、
他
支
部
会
員
や
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
な
ど
四
十
二
名
。

　

腰
塚
氏
は
二
〇
〇
二
年
、
ス
キ
ー

で
の
大
事
故
に
よ
っ
て
首
の
骨
を
折

　

前
橋
支
部
で
は
、
十
二
月
十
五
日

（
木
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
。
介

護
保
険
事
業
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
を
運
営
す
る
㈱
リ
バ
テ
ィ
ー
・
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
代
表
取
締
役
・

椛
澤
奈
英
氏
（
前
橋
支
部
）
が
「
介

護
の
現
状
と
未
来
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
詳
細
を
知
る
機
会
の
少
な
い
介

護
制
度
や
業
界
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

椛
澤
氏
は
自
己
紹
介
に
続
き
、
施

設
と
在
宅
介
護
の
違
い
や
今
後
予
測

さ
れ
る
業
界
の
動
き
な
ど
を
、
人
口

統
計
や
海
外
と
の
比
較
を
基
に
細
か

く
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
認
知
症
の

定
義
や
診
断
の
流
れ
な
ど
を
事
例
を

交
え
る
こ
と
で
分
か
り
易
く
説
明
し

ま
し
た
。

　
「
二
〇
二
五
年
問
題
を
前
に
、
介

護
保
険
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代
に

突
入
す
る
」
と
、
加
速
す
る
高
齢
化

社
会
が
介
護
業
界
あ
る
い
は
、
そ
れ

を
支
え
る
少
子
世
代
に
与
え
る
影
響

を
危
惧
し
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
身
近

な
問
題
な
だ
け
に
、
心
構
え
を
し
よ

う
と
思
っ
た
」「
超
高
齢
化
社
会
に

向
け
て
必
要
な
対
応
が
少
し
わ
か
っ

た
気
が
す
る
」「
介
護
・
認
知
症
の

現
実
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ

る
」
と
い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

介護の現状と介護の現状と
� 未来について� 未来について

前橋支部12月例会
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太
田
支
部
で
は
、
十
二
月
十
七
日

（
土
）、
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
太
田

と
賓
館
を
会
場
に
、
二
部
制
の
支
部

例
会
（
ボ
ウ
年
会
）
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

一
部
で
は
、
会
員
同
士
の
交
流
を

目
的
に
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開

催
。
例
会
設
営
チ
ー
ム
が
「
支
部
の

仲
間
が
笑
っ
て
一
年
を
締
め
く
く
れ

る
よ
う
に
」
と
、
入
念
に
準
備
を
重

ね
た
大
会
だ
け
あ
っ
て
、
会
場
で
は

笑
顔
が
絶
え
な
い
時
間
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ

で
は
、
神
保
支
部
長
が
そ
の
存
在
感

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
支
部
長
と
し

て
の
底
力
を
見
せ
つ
け
優
勝
し
ま
し

た
。

　

第
二
部
で
は
、
会
場
を
移
動
し
懇

親
会
（
忘
年
会
）
を
開
催
。
体
を
動

か
し
た
後
の
一
杯
に
、
参
加
者
の
表

情
は
自
然
と
和
ら
ぎ
、
直
前
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
の
話
題
は
も
ち
ろ
ん
、
一
年

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
来
年
へ
の
英

気
を
養
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ
考
え

て
準
備
し
て
く
れ
た
様
子
が
わ
か
る

忘
年
会
だ
っ
た
」「
ぜ
ひ
ま
た
企
画

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

ボウ年会を開催ボウ年会を開催
太田支部12月例会

学
生
に
伝
え
た
事
と
感
じ
た
事

学
生
に
伝
え
た
事
と
感
じ
た
事

沼
田
支
部
12
月
例
会

し
て
、
学
生
向
け
に
講
義
し
た
内
容

と
、
本
音
ト
ー
ク
で
感
じ
た
学
生
の

印
象
な
ど
を
支
部
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
ま
し
た
。

　

毛
利
氏
は
「
経
営
者
の
講
義
が
多

い
中
、
た
た
き
上
げ
の
幹
部
の
話
が

学
生
の
気
づ
き
に
繋
が
れ
ば
」
と
講

師
に
手
を
上
げ
た
経
緯
を
振
り
返

り
、
特
に
伝
え
た
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト

を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
し
て
参
加
者

に
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
や
本

音
ト
ー
ク
の
内
容
な

ど
も
織
り
交
ぜ
、
今

の
学
生
の
雰
囲
気
を

参
加
者
に
伝
え
ま
し

た
。

　

報
告
後
の
忘
年
会

で
は
、
毛
利
氏
の
報

告
を
肴
に
、
時
間
の

許
す
限
り
盛
り
上
が

り
「
毛
利
さ
ん
の
よ

う
な
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー

が
羨
ま
し
い
」「
安

定
志
向
と
言
わ
れ
る

今
の
学
生
に
良
い
刺

激
に
な
っ
た
の
で
は
」

と
い
っ
た
意
見
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
で
は
、
十
二
月
二
十
日

（
火
）、
司
鮨
を
会
場
に
支
部
例
会
を

開
催
。
群
馬
同
友
会
（
共
同
求
人
委

員
会
）
で
協
力
す
る
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
の
「
企
業
人
オ
ム
ニ
バ
ス

講
座
」
に
講
師
と
し
て
登
壇
し
た
こ

と
に
加
え
、青
年
部
が
主
催
す
る「
企

業
×
学
生
本
音
ト
ー
ク
」
に
参
加
し

た
㈱
野
菜
く
ら
ぶ
、
専
務
取
締
役
・

毛
利
嘉
宏
氏（
同
支
部
所
属
）が「
学

生
に
伝
え
た
事
と
感
じ
た
事
」
と
題

『同友ぐんま（通常号）』

広告募集
＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡を
　お願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【施設の高齢者とオンライン交流】
� ㈱Pure Next
　中之条町の吾妻中央高と、介護事業を手がける㈱Pure 
Next（代表取締役・塚田純次氏／富岡安中支部所属）は、
施設の高齢者と生徒のオンライン交流会を開いた。
　2020年度に続き２回目。今年は11、12月に２回に分け
て開き、福祉科３年計38人が参加した。16日は渋川市内
にある同社のデイサービス施設「もてなし日和ゆのえん」
と同校をつないだ。生徒はインターネットや書籍を参考
に考案したクイズや体操で、画面の向こうにいるお年寄
りとの交流を楽しんだ。� ［12 ／ 21付上毛］

【事業承継支援で覚書】
� 利根郡信用金庫
　利根郡信用金庫（理事長・坂井隆氏／沼田支部所属）
は21日、日本政策金融公庫と、事業承継支援に関する覚
書を締結した。利根郡信金の取引先で、後継者難など
により他社に事業を譲りたいというニーズがあった場合
に、日本公庫が全国152支店のネットワークを通じて相
手先を見つけ、マッチングする。
　利根郡信金の坂井隆理事長が同日、日本公庫の前橋支
店を訪れ、日本公庫の平田浩幸・前橋支店長、福島英男・
高崎支店長とともに覚書に調印した。�［12 ／ 22付日経］

【前橋の３拠点統合し新店舗】
� ㈱トヨナガ
　新車、中古車販売などを手がける㈱トヨナガ（代表取
締役・長尾秀夫氏／高崎支部所属）は、前橋市の３拠点
を統合した工場併設の新店舗「スズキアリーナトヨナガ
前橋中央」を同市上長磯町に新設し、26日に落成式を開
いた。開業は来年１月２日。
　同市で販売を担っていた前橋ドリーム店（同所）と野
中店（野中町）、整備を手がけていた前橋工場（上長磯町）
の３拠点を統合した。これまで分散していた販売と整備
の機能を集約することで、顧客の利便性を高めて業務の
効率化につなげる。� ［12 ／ 27付上毛］

【手遊びや合奏　園児と楽しく】
� 新島学園短期大学
　新島学園短期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）
の２年生10人が23日、高崎市の認定こども園「ぐんま幼
稚園」を訪れ、手遊びや合奏などを園児に披露した。
　保育士や幼稚園教諭などを目指す学生が、学んだ成果
を実践に生かそうと実施した。クリスマスにちなんだ手
遊びの歌を披露したほか、フルートで「あわてんぼうの
サンタクロース」などを演奏。園児74人は歌に合わせて
体を動かしたり、拍手したりして楽しんだ。部屋の照明
を消し、人形で物語を演じるシアターも行った。
� ［12 ／ 27付上毛］

【トイレ掃除に新兵器】
� アメニティ
　トイレ掃除を専門に手がけるアメニティ（代表・星野
延幸氏／前橋支部所属）は専用の清掃器具を開発し、「ト
イレにも人にも優しい掃除」の普及を目指している。昨
年は新型の器具により、同社として二つ目となる特許を
取得。進化する便器に合わせ、新たな清掃技術の開発を
続けている。
　星野社長によると、トイレの進化とともに、メンテナ
ンスの方法も変える必要がある。昨年からは動画投稿サ
イト「ユーチューブ」を通して作業の様子も紹介。特に
環境に配慮した最新の節水トイレは、従来型より汚れが
取れにくい構造だと指摘し「これまで以上にこまめな掃
除を」と呼びかけている。� ［１／６付上毛］

【多文化共生や国際協力学ぶ】
� 共愛学園前橋国際大学
　国際協力機構（JICA）国際協力推進員の宮田俊弥さ

んを講師に招いた講座が５日、共愛学園前橋国際大学（学
長・大森昭生氏／前橋支部所属）で開かれた。国際社会
学部国際コース１年生約60人が、国際協力や多文化共生
について理解を深めた。
　宮田さんはJICA協力隊としてガーナで教育支援に携
わった経験を基に、発展途上国が抱える教育や環境の問
題などを紹介。帰国後に県内の外国人技能実習生と取り
組んだ嬬恋村でのキャベツ収穫の活動を振り返った。
� ［１／７付上毛］

【市に1000万円寄付】
� システムセイコー㈱
　前橋市は、企業版ふるさと納税で１千万を寄付したと
して、半導体製造装置などを手がけるシステムセイコー
㈱（取締役・細野豊氏／高崎支部所属）に紺綬褒章を伝
達した。市役所で開かれた伝達式で、山本龍市長が細野
社長に表彰状を手渡した。
　同社は一昨年、「将来を担う子どもたちのために役立
ててほしい」と市に寄付。寄付金は、公立大学法人の運
営事業や児童文化センター運営事業などに活用された。
� ［１／ 11付上毛］

【水と風のサウナ】
� ㈱ホテル辰巳館
　上牧温泉で知られるみなかみ町上牧の老舗旅館・辰巳
館（㈱ホテル辰巳館、代表取締役・深津卓也氏／沼田支
部所属）は昨年11月、既存の４部屋を露天風呂付の部屋
に改修し、うち２部屋にサウナも整備した。創業98年で
初めての挑戦だった。サウナと露天風呂が付く客室は県
内では珍しい。
　「水と風のサウナ」をテーマに、地域資源の魅力を前
面に押し出した。熱した石に水をかけて水蒸気を作る入
浴法「ロウリュ」と、温まった体を冷やす水風呂にみな
かみの水を使用。椅子に座って休憩すると、谷川岳から
吹き下ろす風を全身に受けられる。谷川岳の雪解け水か
ら生まれた自慢の温泉と合わせて、深津卓也社長は「水
源地の魅力を感じてほしい」と狙いを語る。
� ［１／ 11付上毛］

【福招く竜　氷で彫刻】
� ㈱出雲・ホワイトパーク
　渋川市石原のホワイトパーク（㈱出雲、代表取締役・
中野賢幸氏／渋川吾妻支部所属）内の「アイスワールド」
で、開運を招く伝説の生き物などをテーマとする氷の彫
刻作品が展示されている。
　福を招くと伝わる「竜」や「ペガサス」、災害から建
物を守ると伝わる「シャチホコ」、今年の干支「ウサギ」
など15点が並ぶ。コロナ禍の収束と人々の開運を祈って
制作したという。� ［１／ 14付上毛］

【会員登録変更】
　㈲ケーツー（渋川吾妻支部所属）は、この度「代表取
締役社長・武田翔氏」に会員登録を変更しました。

【事業所移転】
　㈱松永総合企画、代表取締役・松永充氏（前橋支部所属）
は、この度、下記のとおり事業所を移転しました。
〒371-0014　前橋市朝日町4-8-1

【会員登録変更】
　㈱松村機械製作所（太田支部所属）は、この度「代表
取締役社長・古川仁章氏」に会員登録を変更しました。

【組織変更＆代表取締役就任】
　ローカルガーデン、代表・小松崎真司氏（前橋支部所
属）は、この度、「㈱ローカルガーデン」に組織変更し、
合せて「代表取締役」に就任しました。
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優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

第９回
日
時　

一
月
十
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
阿

久
戸
、
理
事
／
吉
池
、
提
箸
、
小
林
、

榎
原
、
佐
藤
、
渡
辺
、
小
池
、
周
藤
、

神
保
、
金
井
、
佐
藤
、
高
屋
敷
、
神

谷
、
齋
藤
、
阿
久
戸
、
橋
田
、
中
西
、

関
口
、
浅
井
、
小
板
橋
、
事
務
局
／

阿
久
澤
、竹
内
（
役
員
計
二
十
三
名
）

【
議　

事
】

　

小
池
前
橋
支
部
長
が
議
長
を
つ
と

め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
九
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

　

三
月
二
日
～
三
日
に
開
催
さ
れ
る

「
第
五
十
三
回
中
小
企
業
問
題
全
国

研
究
集
会
ｉ
ｎ
長
野
」
の
参
加
案
内

が
事
務
局
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
理
事
会
へ
の
提
案

　

提
箸
共
同
求
人
委
員
長
よ
り
「
専

門
委
員
会
代
表
者
に
よ
る
意
見
交
換

の
場
の
設
置
」
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、基
本
は
理
事
会
の
中
で
実
施
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
別
に
意
見
交
換
の
場

を
設
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
役
員
選
考
に
つ
い
て

①�

二
〇
二
三
年
度
の
正
副
代
表
理

事
、
委
員
長
・
部
会
長
候
補
者
が

総
務
会
よ
り
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を

信
任
し
ま
し
た
。

②�

二
〇
二
三
年
度
の
監
事
候
補
選
任

案
に
つ
い
て
こ
れ
を
承
認
し
ま
し

た
。

３
．
五
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

つ
い
て

　

佐
藤
実
行
委
員
長
よ
り
、
実
行
委

員
会
・
正
副
支
部
長
会
で
話
し
合
わ

れ
た
内
容
の
報
告
と
合
わ
せ
て
、
記

念
動
画
作
成
の
予
算
増
額
が
提
案
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

４
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
退
会
者
二
名

を
承
認
。
会
員
数
は
五
三
五
名
と
な

り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　
「
新
年
度
の
活
動
方
針
案
策
定
に

向
け
て
」、
そ
れ
ぞ
れ
が
用
紙
に
意

見
を
記
入
し
、
そ
れ
を
も
と
に
率
直

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
．
第
十
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
選
出

は
高
崎
支
部
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
二
月
七
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）


